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　国の天然記念物、野間の大けやきは高さ27.37
メートル、幹まわり13.01メートル、最大枝張
39.3メートル×36.2メートルの巨樹です。能勢町
のシンボルであり、その樹齢は1000年とも言われ、
国の天然記念物で、社寺が所有するけやきとし
ては日本一です（環境省巨樹・巨木林データベ
ースによる）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　能勢町けやき資料館は、野間の大けやきに関
する資料を中心に展示・公開するため、平成16
年４月にオープンしました。 
　館内の展示は、大けやきの実物資料をはじめ
として、樹勢回復への取組や地域の様々な情報
を解説する内容となっています。 

　大けやきの樹勢回復への取組の中では、古木
に寄生するヤドリギに関する資料をそろえてい
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　また、大けやきの樹勢回復事業に伴って剪定
された主幹部は重さ1.7トンもあります。展示室
の真ん中に陣取る姿に、この木の壮大さを実感
することができます。 
　府民の皆さんが、能勢の自然や環境により親
しんでいただくきっかけになれば幸いです。 
 
豊能郡能勢町野間稲地251－1 
ＴＥＬ　０７２－７３７－２１２１ 
開館時間／午前１０時～午後５時／入館無料 
／毎週火曜日・水曜日休 
能勢電車妙見口駅からバス／本滝口下車徒歩１０分。 

●能勢町けやき資料館（ＯＳＡＫＡミュージアム） 

▼お問い合わせ先▼ 
能勢町教育委員会生涯学習課 

ＴＥＬ　０７２－７３４－２４５２ 

ＦＡＸ　０７２－７３４－３８８４ 

大東市 DAITO SHI

● お問い合わせ先 ● 
大東市市民生活部産業労働課 

ＴＥＬ：０７２－８７２－２１８１（代表） 

 
野崎まいり 

―おおきなけやきにつつまれてみませんか。― 

うたざいもん 

『♪野崎まいりは　屋形船でまいろう　どこを向い

ても　菜の花ざかり♪』をお聞きになったことがあ

りますか？　 

　今春はぜひ一度「野崎小唄」を聞きに大東市の「野

崎まいり」にお越し下さい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

　大阪の東部、生駒山脈の麓、ＪＲ学研都市線野崎

駅から東へ８００ｍの位置に野崎観音があります。一

般に「野崎の観音さん」とよばれている福聚山慈眼

寺は曹洞宗の禅寺です。今から１３００年ほど前に行

基が観音様のお姿を刻み、この地に安置されたのが

この寺のはじまりと伝えられています。 

　毎年５月１日から８日までの「無縁経法要」を「野

崎まいり」といい、期間中はお参りの人々で大変賑 

わいます。駅前からす

ぐの参道には多くの露

天商が所狭しと立ち並

び、昭和の初めに東海

林太郎さんが歌って大

ヒットしました軽快な

リズムの「野崎小唄」

が流れ、休日にもなり

ますと家族連れや老若

男女の方々で、参道は

人、人、人で溢れかえ

ります。 

 

　江戸時代の中頃、庶民の間で社寺詣でが盛んにな

り出した頃、お染久松をモデルにした、近松半二作

の人形浄瑠璃

「新版歌祭文」

に野崎観音が

登場（野崎村の

段）すると一

躍有名になり、人気を集めました。また、上方落語

「野崎まいり」には、野崎観音に船でお参りする人

と堤を歩いてお参りする人が互いに罵り合ったこと

が面白おかしく語られています。 

　現在は、「野崎小唄」の中で歌われているような

一面菜の花が咲き誇った中を屋形船が行き来した面

影は残ってはいませんが、当時の人々が春のピクニ

ックを兼ねて息抜きに繰り出したことに思いを馳せ、

ぜひ一度とは言わず何度でも「野崎まいり」にお越

し下さい。 

 

　野崎観音のすぐそばにある「野崎まいり公園」に

おいても、いろんなイベントを企画していますので、

こちらにもぜひお越し下さい。 


